
７月第４日曜日は  
「信州 山の日」    

今年は制定10周年！

トピックス
地域の話題

県森連だより

No.

2024.７.10

394

 「77市町村」で森林環境税を
活用した取組みが進んでいます
 「77市町村」で森林環境税を
活用した取組みが進んでいます

県内の市町村では、森林環境
譲与税を活用した間伐等の森
林整備、林業事業体・現場技
能者への支援等の人材育成、
地域の木材・木製品の利用拡
大など様々な取組みが行われ
ています。

このほか、県外の自治体
と県内市町村が連携した
森林整備などの取組みも
行われています。

長野の林業
フルカラー版
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森
林
経
営
管
理
制
度
・
森
林
環
境
税
に
つ
い
て

　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
す
る
に
は
、
適
切
な
林
業
経・
 
・営
と
森
林
管・
 
・理

が
重
要
で
す
。
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
取
組
等
が
進
め
ら

れ
て
い
る
一
方
、
手
入
れ
が
不
十
分
な
人
工
林
は
風
倒
木
や
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
伐
採
等
を
行
う
権
利
を
経
営
管

理
権
集
積
計
画
の
公
告
に
よ
り
市
町
村
が
持
つ
制
度
が
森
林
経
営
管
理
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
制
度
を
進
め
る
財
源
と
し
て
、
令
和
元
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
が
国
か
ら
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、そ
の
財
源
で
あ
る
森
林
環
境
税
の
課
税（
年
額
一
人
当
た
り
１
，０
０
０
円
）

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
み

　

県
内
で
は
、
森
林
管
理
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
意
向

調
査
箇
所
や
実
施
時
期
等
を
示
し
た
「
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
」
を
県
内
73

市
町
村
が
定
め
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
こ
の
方

針
等
に
基
づ
き
実
施
す
る
森
林
整
備
・
路
網
整
備
、
木
材
利
用
等
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。（
表
紙
・
表
１
）

　

県
へ
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
市
町
村
の
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

こ
れ
ま
で
、
森
林
経
営
管
理
制
度
市
町
村
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
、
市
町
村
が
自
ら
発
注
す
る
市
町
村

森
林
経
営
管
理
事
業
の
設
計
書
作
成
に
参
考
と
な
る
資
料
等
を
６
月
末
に
更
新
し
ま

し
た
。

今
後
の
展
開

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を
更
に
進
め
る
と
共
に
活
用
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
更
に
図
っ

て
い
き
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
県
内
の
取
組
み

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
県
内
の
取
組
み

表３ 森林経営管理制度市町村
　　 業務マニュアル

森林経営管理制度
市町村業務マニュアル Ⅰ
「森林経営管理制度に係る
事務の手引きの補足」

森林経営管理制度を
進めるワークフロー

森林経営管理制度
市町村業務マニュアルⅡ
「空中写真等を用いた森林
境界推測図の作成」

境界明確化に必要な情報
GISの操作方法

森林経営管理制度
市町村業務マニュアル Ⅳ
「森林管理技術編」

市町村森林経営管理事
業の対象森林の整備 ・
管理に関する内容

森林経営管理制度
市町村業務マニュアル Ⅳ
「森林管理技術編」

Ⅳの詳細解説 0 50 100 150 200 250
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表２ 長野県の森林環境譲与税の使途・活用状況
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表１ 市町村の森林環境譲与税の使途・活用状況
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長
野
県
林
大
で
は
令
和
７
年
度
の
学
生
募
集
要
項
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
本
校

の
現
状
や
特
長
も
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
校
で
は
、
昭
和
54
年
の
開
校
以
来
、
信
州
大

学
や
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
機
関
等
と
連

携
の
も
と
、
全
寮
制
に
よ
る
行
学
一
致
の
教
育
を

行
い
、
本
年
３
月
ま
で
の
44
年
間
に
、
国
や
県
、

森
林
組
合
、
林
業
木
材
関
連
会
社
な
ど
へ
、
８
1

６
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

専
修
学
校
林
業
専
門
課
程
へ
移
行
し
た
平
成
13

年
度
以
降
の
4
2
3
人
の
卒
業
生
の
進
路
を
見
ま

す
と
、
素
材
生
産
や
木
材
流
通
等
の
民
間
企
業
が

38
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
森
林
組
合
が
22
％
、

公
務
員
が
21
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生

募
集
に
お
け
る
競
争
率
は
、
直
近
５
年
間
平
均
で
は
1
・
68
倍
と
な
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
は
定
員
20
名
の
と
こ
ろ
32
名
の
応
募
が
あ
り
1
・
6
倍
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
入
学
生
の
出
身
校
も
県
内
外
の
普
通
科
を
含
む
19
校
と
様
々
で
、
引
き
続
き

幅
広
い
高
校
へ
本
校
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
【
令
和
７
年
度 

募
集
要
項
】

◆
定
員
／
１
学
年
20
名（
推
薦
入
学
を
含
む
）

◆
推
薦
入
学
試
験　
　

　

受
付
期
間
／
令
和
６
年
９
月
27
日（
金
）〜
10
月
11
日（
金
）

　

入
学
審
査
／
令
和
６
年
11
月
１
日（
金
）　

筆
記
試
験（
小
論
文
）、
人
物
考
査

◆
一
般
入
学
試
験

　

受
付
期
間
／
令
和
６
年
11
月
13
日（
水
）〜
11
月
22
日（
金
）

　

入
学
審
査
／
令
和
６
年
12
月
７
日（
土
）　

筆
記
試
験（
小
論
文
）、
人
物
考
査

＊
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

本
校
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
長
野
県
林
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
下
記
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyodai/boshu/nyushi.htm

l
E-m
ail: ringyodai@

pref.nagano.lg.jp
http://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyodai/

　
　
　
index.htm

l

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

長
野
県
林
業
大
学
校
学
生
募
集
及
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
の
お
知
ら
せ

長
野
県
林
業
大
学
校
学
生
募
集
及
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
の
お
知
ら
せ

〜
「
自
然
の
な
か
に 

心
の
な
か
に 

森
林
を
育
て
る
」
学
校
に
入
り
ま
せ
ん
か 

〜

　
【
長
野
県
林
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
来
て
・
見
て
・
体
感
〜
】

　

左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
施
設
を
の
見

学
や
、
先
輩
学
生
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
林
大
の
魅
力
を
実
感
し
て

く
だ
さ
い
。
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
付
き
添
い
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。

◇
開
催
日
及
び
時
間　

第
１
回　

令
和
６
年
７
月
27
日（
土
）9
：
30
〜
12
：
10

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回　

令
和
６
年
８
月
25
日（
日
）9
：
30
〜
12
：
10

◇
内　
　

容　
　
　
　

学
校
紹
介
、
校
内
見
学
、「
林
大
の
ス
ゴ
技
披
露
」、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

個
別
相
談（
希
望
者
の
み
）

◇
申
込
方
法
【
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
】

　
　
　
　
　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
は
が
き
、
電
話
の
い
ず
れ

　
　
　
　
　

か
の
方
法
で
、
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

な
お
、
申
込
期
限
前
で
も
、
各
開
催
日
と
も
参
加
者
先
着
30
名
で

　
　
　
　
　

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

参
加
日
、
お
名
前
、
ご
連
絡
先
な
ど
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
詳
し

　
　
　
　
　

く
は
、
林
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
長
野
県
林
業
大
学
校

　
　

〒
3
9
7
―
0
0
0
2

　
　

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
新
開
4
3
8
5
―
1

　
　

電　

話
：
0
2
6
4
―
23
―
2
3
2
1

　
　

Ｆ
ａ
x
：
0
2
6
4
―
21
―
1
0
5
8

 2学年　山の環境学（上高地にて） 2学年　山の環境学（上高地にて）

昨年のオープンキャンパスの様子昨年のオープンキャンパスの様子
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関
口　

柊
平
さ
ん

関
口　

柊
平
さ
ん

  

根
井　

悠
斗
さ
ん

根
井　

悠
斗
さ
ん

問
１
：
林
業
に
就
業
し
た
理
由
は
？
現

在
ど
ん
な
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
や
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
親
し
む
中
で
、
森
林

と
触
れ
合
っ
て
き
た
経
験
を
通
じ
て
林

業
に
興
味
を
持
ち
、
林
業
へ
の
就
業
を

志
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

の
長
野
市
に
あ
る
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
、
主
に
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
北
信
地
域
の
山
か
ら
出
荷
さ
れ

た
木
材
の
選
木
仕
分
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
１
：
林
業
に
就
業
し
た
理
由
は
？
現

在
ど
ん
な
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　

木
曽
青
峰
高
校
の
森
林
環
境
科
、
長

野
県
林
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
目
の
前

に
は
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
立
派
な
レ
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た
。
元
々
自
然
が
好
き

な
こ
と
も
あ
り
、
林
業
に
就
業
し
ま
し

た
。

　

５
年
ほ
ど
現
場
作
業
を
経
験
し
、
現

在
は
森
林
整
備
の
現
場
管
理
や
補
助
金

申
請
書
類
の
作
成
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
林
業
の
中
で
も
裏
方
の
仕
事
に
な

り
ま
す
が
、一
か
ら
山
づ
く
り
を
計
画
・

管
理
で
き
る
仕
事
で
、
責
任
と
や
り
が

い
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
将
来
に

良
い
山
林
が
多
く
残
せ
る
よ
う
に
微
力

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問
２
：
日
々
の
業
務
の
中
で
林
大
で
学

ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
？

　

林
大
で
は
実
習
を
筆
頭
に
林
業
事
業

体
の
現
場
見
学
な
ど
、
現
場
や
山
林
で

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

　

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー　

技
手

　

令
和
５
年
度
卒（
第
44
期
生
）

有
限
会
社
須
江
林
産

　

平
成
26
年
度
卒（
第
35
期
生
）

現
場
で
活
躍
す
る
林
業
大
学
校
卒
業
生
の
紹
介

問
２
：
日
々
の
業
務
の
中
で
林
大
で
学

ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
？

　

林
大
の
授
業
で
は
、
様
々
な
樹
木
を

見
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、普
段
、

木
材
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
る
木

材
の
樹
種
判
別
が
で
き
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
林
大
で
の
学
び
が
役
立
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問
３
：
未
来
の
林
業
の
担
い
手
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

林
業
は
自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
仕
事
で
も
あ
り
、

と
て
も
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
る
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
共
に
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

学
ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
授
業
の
中
で
、
林
業
に
は

色
々
な
考
え
方
や
作
業
方
法
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
が

日
々
の
業
務
の
中
で
、
選
択
肢
や
発
想

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

問
３
：
未
来
の
林
業
の
担
い
手
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

自
然
が
好
き
・
か
っ
こ
い
い
林
業
機

械
に
乗
っ
て
み
た
い
な
ど
、
少
し
で
も

興
味
が
あ
れ
ば
、
林
業
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

高
性
能
林
業
機
械
に
は
ベ
テ
ラ
ン
し

か
乗
れ
な
い
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、

ベ
テ
ラ
ン
・
若
手
関
係
な
く
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
。
林
業
の

花
形
で
あ
る
高
性
能
林
業
機
械
を
操
縦

し
た
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
伐
っ

た
り
、
森
林
整
備
を
計
画
し
た
り
と
、

色
々
な
働
き
方
が
で
き
ま
す
。
是
非
、

林
業
の
世
界
に
来
て
く
だ
さ
い
！

関口さんの仕事風景関口さんの仕事風景

根井さんの仕事風景根井さんの仕事風景
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地域の話題

上
田
地
域
の
S
G
E
C
認
証
森
林
は
市
町
村
有
林
な
ど
13
の
団
体
の
公
有
林
で

構
成
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
に
認
証
を
取
得
し
、
現
在
、
認
証
２
期
目
、
通
算
９
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
面
積
は
約
9
，
5
0
0
ha
あ
り
、
上
田
地
域
民
有
林
の
約

１
/
４
を
占
め
て
い
ま
す
。

森
林
認
証
は
、
無
計
画
に
伐
ら
れ
て
生
産
さ
れ
た
木
材
で
は

な
く
、
持
続
的
森
林
経
営
を
行
っ
て
い
る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る

木
材
を
選
択
的
に
消
費
し
て
も
ら
い
、
認
証
森
林
の
持
つ
環
境
・

経
済
・
社
会
に
対
す
る
役
割
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
森
林
認
証
制
度
が
社
会
的
に
認
知
さ

れ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

認
証
を
受
け
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
上
小
森
林
認

証
協
議
会
は
、「
社
会
に
貢
献
し
、
社
会
と
共
に
あ
る

認
証
森
林
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
お

り
、主
な
活
動
に
は
、認
証
森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
「
地

域
の
林
業
課
題
を
調
査
研
究
す
る
取
組
」、
認
証
森
林

に
植
林
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｕ
Ｅ
森（
う
え
も
り
）〜
上
田

地
域
に
ぎ
や
か
な
森
づ
く
り
植
樹
の
集
い
〜
」、
森
林

に
関
す
る
地
域
活
動
や
認
証
森
林
の
理
念
な
ど
を
紹
介

す
る
「
あ
つ
ま
れ
！
に
ぎ
や
か
な
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
認
証
の
理
念
や
森
林
認
証
協
議

会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
た
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
森
林
や
林
業
を
巡
る
諸
課

題
は
社
会
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
社
会

へ
の
発
信
と
地
域
と
の
対
話
を
深
め
て
い
く
ツ
ー
ル

と
し
て
、
今
後
も
活
動
を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

あ
な
た
の
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
t
t
p
:
/
/

n
i
g
i
y
a
k
a
-
m
o
r
i
.
c
o
m

令
和
６
年
度
の
北
信
州
森
林
祭（
北
信
州
森
林
祭
実
行
委
員
会
主
催
）を
、
６
月
16

日（
日
）に
、
山
ノ
内
町
志
賀
高
原
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
26
年
か
ら
志
賀
高
原
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
A
B
M
O
R
I
」
と

の
同
日
開
催
と
な
り
、
式
典
と
開
会
式
を
、
志
賀
高
原
総
合
会
館
98
で
行
い
ま
し
た
。

A
B
M
O
R
I
に
は
毎
年
県
外
な
ど
か
ら
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
お
り
、
例
年
よ
り

盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
域
の
森
林
整
備
に
貢
献
が
あ
っ
た
一
般
財
団
法
人 

和
合
会
と
、

湯
田
中
地
区
里
山
整
備
利
用
推
進
協
議
会
に
対
し
、「
北
信
州
林
業
賞
」
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

式
典
、
開
会
式
の
後
は
A
B
M
O
R
I
と
北
信
州
森
林
祭
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
分

散
し
、
森
林
祭
会
場
の
沓
打
名
水
公
園
で
は
、
志
賀
高
原
に
も
自
生
し
て
い
る
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
と
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
の
苗

木
約
４
０
０
本
を
、
参
加
全
員
の
協

力
の
も
と
植
樹
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
短
い

時
間
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
す
と
と
も

に
、
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大

切
さ
や
意
義
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

来
年
の
初
夏
に
は
、
植
樹
し
た
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
と
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
の

花
が
、
志
賀
高
原
を
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
小
森
林
認
証
協
議
会
が

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た

令
和
６
年
度
北
信
州
森
林
祭
を
開
催
し
ま
し
た

【
北
信
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
信
地
域
振
興
局
林
務
課
】

ホームページのトップページホームページのトップページUE森 参加者記念写真UE森 参加者記念写真

森林祭では約１００名の方により、レンゲツツジ森林祭では約１００名の方により、レンゲツツジ
とサラサドウダンを植樹しました　　　　　　　とサラサドウダンを植樹しました　　　　　　　

上田地域上田地域

北信地域北信地域

【
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
】
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日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
第
69
回
全
国
会
員
長
野
大
会
を
６
月
８
日（
土
）に

長
野
市
芸
術
館
で
開
催
し
、
木
青
連
の
全
国
大
会
が
長
野
県
で
行
わ
れ
た
の
は
22
年

ぶ
り
で
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、「
結
―
ゆ
い
―
、
そ
し
て
次
世
代
へ
」
〜
今
の
行
動
が
未
来
を
創
る
〜

を
大
会
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
木
材
青
壮
年
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
令
和
５
年
度
日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
島
田
会
長（
東
御
市
・

㈱
第
三
木
材
代
表
取
締
役
）の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
青
山
林
野
庁
長
官
、
阿
部
長

野
県
知
事
、
荻
原
長
野
市
長
ほ
か
来
賓
６
名
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、「
全
国
児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
」「
木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
」

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会

　
　

第

　
　

第
6969
回
全
国
会
員
長
野
大
会
を
開
催

回
全
国
会
員
長
野
大
会
を
開
催

式典の様子式典の様子

■式典の様子■式典の様子

■桜スクエア森林フェアの様子■桜スクエア森林フェアの様子

阿部長野県知事による祝辞阿部長野県知事による祝辞

木材活用コンクール表彰式木材活用コンクール表彰式

ミニイスづくりミニイスづくり

しいたけ原木駒打ち体験しいたけ原木駒打ち体験

林業機械の実物展示林業機械の実物展示

島田会長あいさつ島田会長あいさつ

全国児童生徒木工工作コンクール表彰式全国児童生徒木工工作コンクール表彰式

22年前の長野大会で製作した演台で22年前の長野大会で製作した演台で
県庁会見場へ寄贈したものを今回リ県庁会見場へ寄贈したものを今回リ
ニューアルし式典で使い、再び県庁ニューアルし式典で使い、再び県庁
会見場で使ってもらう。会見場で使ってもらう。

マイ箸づくりマイ箸づくり

木工クラフト体験木工クラフト体験

林業機械シュミレーター体験林業機械シュミレーター体験

の
表
彰
式
も
行
い
、
全
国
各
地
よ
り
応
募
い
た
だ
き
入
賞
さ
れ
た
優
秀
作
品
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
厚
切
り
ジ
ェ
イ
ソ
ン
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
一
般
公

開
を
し
、
大
勢
の
一
般
の
方
々
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
屋
外
で
は
、
市
役
所
西
側
広
場
「
桜
ス
ク
エ
ア
」
に
て
、
長
野
県
・
長
野
市
・

長
野
県
木
青
連
等
関
係
諸
団
体
の
構
成
に
よ
る
実
行
委
員
会
主
催
で
、「
桜
ス
ク
エ

ア
森
林
フ
ェ
ア
」
を
初
め
て
開
催
し
、
一
般
市
民
等
約
2
，
0
0
0
人
の
方
々
が
来

場
し
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

森
林
フ
ェ
ア
で
は
、
木
材
・
木
工
製
品
の
展
示
販
売
を
は
じ
め
、
林
業
機
械
の
実

物
展
示
、
林
業
機
械
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
ミ
ニ
イ
ス
づ
く
り
、
マ
イ
箸
づ
く

り
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
駒
打
ち
体
験
な
ど
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
楽
し
め
る
多
く
の
ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
、
長
野
市
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
等
多
く
の
関
係
者
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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①
新
規
就
業
者
の
確
保

★
長
野
県
へ
移
住
し
た
方
へ
の
支
援

　

他
県
か
ら
の
移
住
を
伴
い
林
業
へ
就

業
を
さ
れ
た
方
へ
給
付
金
を
支
給

★
林
業
を
新
た
に
始
め
た
方
へ
の
支
援

　

他
産
業
か
ら
の
転
職
者
及
び
新
規
学

卒
者
へ
給
付
金
を
支
給

★
林
業
相
談
窓
口

　

就
業
へ
の
不
安
を
抱
え
る
方
に
対
し

て
、
先
輩
就
業
者
等
に
相
談
で
き
る
窓

口
設
置

★
林
業
就
業
希
望
者
等
に
対
し
て
、
次

　

の
講
座
等
を
開
催

【
Ⅰ
林
業
基
本
講
座
】

 

第
１
回
：
令
和
６
年
10
月
10
日（
木
）

 

第
２
回
：
令
和
７
年
２
月
20
日（
木
）

【
Ⅱ
研
修
見
学
会
】

　

８
〜
10
月
に

か
け
て
、
緑
の

雇
用
研
修
生
に

よ
る
伐
採
実

習
・
木
材
搬
出

実
習
の
見
学
・

就
業
に
向
け
た

相
談
が
可
能

【
Ⅲ
林
業
共
同
就
職
説
明
会
】

 

第
１
回
：
令
和
６
年
８
月
31
日（
土
）

 

第
２
回
：
令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）

※
そ
の
他
の
研
修
会
等
に
つ
い
て
は

（
一
財
）長
野
県
林
業
労
働
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
案
内
を
掲
載
予
定

②
保
育
従
事
者
の
確
保

★
新
た
な
雇
用
に
対
す
る
支
援

　

前
年
度
か
ら
林
業
就
業
者
が
増
加
し

た
林
業
事
業
体
に
対
し
て
奨
励
金
交
付

★
特
別
教
育
等
の
受
講
に
対
す
る
支
援

　

雇
入
れ
時
に
必
要
な
伐
木
等
特
別
教

育
・
刈
払
機
安
全
衛
生
教
育
を
支
援

●
圏
域
を
越
え
た
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　

圏
域
を
超
え
た
事
業
協
力
に
対
し

て
、
交
通
費
や
機
械
運
搬
費
等
を
支
援

●
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
た
い
団
体
へ

　

の
支
援

　

専
門
家
派
遣
や
研
修
会
の
実
施
等

③
多
様
な
担
い
手
の
確
保

★
就
業
準
備
に
対
す
る
支
援

　

新
規
就
業
者
の
雇
用
に
必
要
な
資
機

材
等
の
準
備
費
用
を
支
援

★
新
た
な
作
業
種
資
格
取
得
へ
の
支
援

　

新
た
な
作
業
種
に
取
り
組
む
事
業
者

の
資
格
取
得
を
支
援

★
兼
業
や
林
福
連
携
へ
の
支
援

　

兼
業
や
福
祉
施
設
等
と
の
連
携
活
動

を
行
う
事
業
者
の
安
全
指
導
費
用
相
当

を
支
援

④
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
応
援

●
林
業
の
創
業
に
対
す
る
支
援

　

新
た
に
造
林
事
業
を
開
始
す
る
事
業

者
に
対
し
、
資
機
材
等
の
導
入
を
支
援

●
融
資
制
度（
林
業
・
木
材
産
業
改
善

　

資
金
）

　

経
営
改
善
に
向
け
た
設
備
導
入
へ
の

融
資

⑤
林
業
就
業
者
の
定
着
促
進

★
安
全
装
備
の
導
入
に
対
す
る
支
援

　

労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
安
全
装
備

導
入
を
支
援

★
福
利
厚
生
対
策
へ
の
支
援

　

振
動
病
特
殊
健
診
・
蜂
ア
レ
ル
ギ
ー

検
査
受
診
や
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
注
射
器
購

入
経
費
、
退
職
金
共
済
掛
金
等
を
支
援

★
個
別
事
業
体
研
修
の
実
施
を
支
援

　

事
業
体
の
経
営
力
向
上
・
安
全
対
策

強
化
等
の
個
別
課
題
解
決
に
向
け
た
研

修
実
施
の
支
援

〈
支
援
に
つ
い
て
の
問
合
せ
〉

●
印
：
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手
係

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
７
４

★
印
：
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（（
一
財
）長
野
県
林
業
労
働
財
団
）

　

☎
０
２
６
‐
２
２
５
‐
６
０
８
０

　

Ｈ
Ｐ https://nrinrou.net/

林
業
の
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す

　

林
業
は
森
林
づ
く
り
を
通
じ
て
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
や
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
支
え
る
仕
事
で
す
が
、
な
か
な

か
人
目
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
働
く
人
の
姿
や
、
就
業
に
関
す
る

情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
、
林
業
の
情
報
を

よ
り
多
く
の
方
に
届
け
ま
す
。

林
業
労
働
災
害
防
止
に
向
け
て

　

全
産
業
と
比
べ
て
労
働
災
害
の
発
生

率
が
最
も
高
い
林
業
に
お
い
て
、
よ
り

安
全
に
安
心
し
て
働
く
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
県
で
は
令
和
５
年
度
に
、
高

性
能
林
業
機
械（
ハ
ー
ベ
ス
タ
・
フ
ォ

ワ
ー
ダ
）
の
操
作
訓
練
が
で
き
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
、
及
び
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

伐
倒
に
お
け
る
林
業
労
働
災
害
を
VR
で

体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
１
台
ず

つ
導
入
し
ま
し
た
。
林
業
就
業
者
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で

よ
り
一
層
の
林
業
労
働
災
害
防
止
に
努

め
ま
す
。

　

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
働
き
や
す
い
林
業
県
を
目
指

し
、
人
材
の
確
保
・
育
成
に
対
す
る
支
援
に
よ
り
、
林
業

事
業
主
や
新
規
就
業
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

支
援
の
概
要 

〜
５
つ
の
重
点
施
策
〜

共同就職説明会の様子共同就職説明会の様子
※Ⅰ・Ⅲではシミュレータの操作体験あり※Ⅰ・Ⅲではシミュレータの操作体験あり

【
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手
係
・
長
野

【
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手
係
・
長
野

県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

((((

一
財
一
財))

長
野
県
林
業
労
働
財
団

長
野
県
林
業
労
働
財
団))

】】

写真：写真：
シミュレータ活用状況シミュレータ活用状況

上：林業労働災害VR上：林業労働災害VR
　　シミュレーター　　シミュレーター

右：高性能林業機械右：高性能林業機械
　　シミュレーター　　シミュレーター
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裏
面
の
「
し
ん
く
み
バ
ザ
ー
ル
」
は
、

表
面
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
魅
力
あ
る
商
品

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
地
元
産
材
を
活
用
し
た

県
内
森
林
組
合
取
り
扱
い
商
品
を
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

新
た
に
掲
載
さ
れ
た
「
天
敵
で
虫
除
け　

オ
ニ
ヤ
ン
マ
」
は
、
精
巧
に
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の

姿
を
再
現
し
た
模
型
で
、
ハ
チ
や
ア
ブ
、
ブ

ヨ
を
寄
せ
付
け
な
い
効
果
が
あ
り
、
野
外
で

の
作
業
が
増
え
る
夏
に
マ
ス
ト
な
ア
イ
テ
ム

で
す
。

表
裏
合
わ
せ
て
約
１
６
０
点
ほ
ど
の
魅

力
的
な
ア
イ
テ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
「
森
林
組

合
購
買
チ
ラ
シ
」
は
県
内
各
地
の
森
林
組
合

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
長
野
県
森
連
Ｈ
Ｐ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
森
林
組
合
の
購
買

商
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

お
求
め
は
お
近
く
の
森
林
組
合
へ
！

２
０
２
４
年
版
の
「
森
林
組
合
購
買
チ

ラ
シ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
ご
好
評
い
た
だ
き
今

年
で
31
回
目
に
な
る
チ
ラ
シ
は
、
近
隣
の
中

部
・
関
東
の
11
県
森
連
合
同
で
毎
年
作
成
し

て
お
り
ま
す
。

林
業
で
使
う
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
防
護
パ
ン

ツ
や
振
動
軽
減
手
袋
、
山
菜
狩
り
や
き
の
こ

狩
り
等
に
便
利
な
ス
パ
イ
ク
地
下
足
袋
や
ナ

タ
、
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
定
番
商
品
の
ほ
か
、

キ
ャ
ン
プ
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に

も
人
気
の
「
パ
ワ
ー
森
林
香
」
や
、
オ
オ
カ

ミ
の
尿
の
成
分
で
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ

シ
、
ク
マ
な
ど
の
獣
害
忌
避
効
果
を
発
揮
す

る
「
ウ
ル
フ
ピ
ー
」
も
好
評
で
す
。

６
月
８
日
に
、
第
69
回
日
本
木
材
青
壮
年
連
合
会
全

国
会
員
長
野
大
会
に
合
わ
せ
、
長
野
市
役
所
前
庭
の
桜

ス
ク
エ
ア
で
「
桜
ス
ク
エ
ア
森
林
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
森
の
恵
み
と
木
の

良
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
シ
イ
タ
ケ
原
木

の
駒
打
ち
体
験
」
と
林
業
資
材
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
勢
の
皆
さ
ん
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
１
０
０
本
用
意
し
た
原
木

は
好
評
に
つ
き
、
お
昼
過
ぎ
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

体
験
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ハ
ン
マ
ー
で
種
駒
を

打
ち
込
む
の
が
楽
し
か
っ
た
」「
作
っ
た
シ
イ
タ
ケ
を

家
族
で
食
べ
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
原
木

の
ナ
ラ
の
木
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ど
ん
ぐ
り
が
成
る
木

で
あ
り
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
好
む
木
で
も
あ
る
と
い
っ
た

話
を
し
な
が
ら
、
木
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
種
駒
を
打
っ
た
原
木
は
、
来
年

の
秋
頃
に
は
シ
イ
タ
ケ
が
発
生
し
、
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
当
日
は
、
当
会
含
め
関
係
す

る
７
団
体
が
箸
作
り
や
木
工
教
室
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
長
野
森
林
組
合
に
よ
る
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

の
展
示
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
丸
太
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
削
り
な
が
ら
、
繊
細
な

作
業
で
、
み
る
み
る
う
ち
に

ミ
ミ
ズ
ク
の
姿
が
あ
ら
わ
れ

る
制
作
風
景
に
、
思
わ
ず
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
多
く
の
方
に
木
材
利
用
を

Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

山
の
プ
ロ
も
選
ぶ
ア
イ
テ
ム
に
注
目
！

第
31
回
森
林
組
合
購
買
チ
ラ
シ

桜スクエア

森林フェアに
出展しました！
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を
、
繊
維
方
向
が
平
行
と
な
る
よ
う
積
層
・

接
着
し
て
造
ら
れ
る
木
材
加
工
製
品
で
、
寸

法
や
強
度
の
安
定
性
、
精
度
に
優
れ
る
こ
と

や
、
小
径
木
や
曲
が
り
材
な
ど
無
垢
材
と
し

て
製
材
で
き
な
い
Ｂ
材
で
も
長
尺
通
直
材
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
木
構
造
の
設
計
に
お
け

る
高
い
自
由
度
を
持
つ
の
が
特
徴
で
す
。

南
佐
久
郡
川
上
村
の
「
か
わ
か
み
保
育

園
」
や
千
葉
県
流
山
市
「
お
お
ぐ
ろ
の
森
小

学
校
」
な
ど
全
国
各
地
の
大
規
模
公
共
建
築

物
に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
初
の
高

層
純
木
造
耐
火
建
築
と
し
て
令
和
４
年
３
月

に
竣
工
し
た
「
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
大
林

組
横
浜
研
修
所
」に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
18
日
と
６
月
25
日
に
長
野
県
森
連

職
員
が
千
葉
県
木
更
津
市
の
株
式
会
社
キ
ー

テ
ッ
ク
木
更
津
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク
は
輸
入
材
合
板

の
生
産
を
主
軸
に
昭
和
33
年
に
設
立
さ
れ
、

構
造
用
単
板
積
層
材
（
Ｌ
Ｖ
Ｌ
、
商
品
名
：

キ
ー
ラ
ム
）
生
産
の
日
本
に
お
け
る
先
駆
け

で
あ
る
ほ
か
、
構
造
用
合
板
の
生
産
を
行
う

山
梨
工
場
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
）
と

併
せ
、
国
産
材
を
活
用
し
木
構
造
の
利
用
拡

大
に
寄
与
す
る
製
品
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
丸
太
を
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス

で
か
つ
ら
剥
き
の
よ
う
に
切
削
し
た
単
板

木
更
津
港
に
面
し
た
４
６
，
９
４
４
坪

の
敷
地
に
約
１
５
０
人
が
働
く
木
更
津
工
場

で
は
、
皮
剥
き
か
ら
単
板
切
削
、
乾
燥
、
積

層
、
そ
し
て
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
ま
で
行
っ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
工
程
が
自
動
化
さ
れ
、

整
理
整
頓
さ
れ
た
工
場
内
で
み
る
み
る
う
ち

に
見
慣
れ
た
丸
太
か
ら
製
品
へ
と
変
貌
す
る

そ
の
加
工
ス
ピ
ー
ド
に
、
初
め
て
製
材
工
場

を
見
学
し
た
職
員
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
は
国
産
材
の
中
で
も
強
度
が

高
い
カ
ラ
マ
ツ
材
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
年

間
約
６
万
㎥
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ン

グ
係
数
（
材
料
の
変
形
し
に
く
さ
を
測
る
指

標
）
の
規
格
を
満
た
す
た
め
、同
一
の
樹
種
、

等
級
で
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
カ
ラ
マ
ツ
を
産
地
別
に
集
荷
し
、

生
産
工
程
の
中
で
測
定
し
た
ヤ
ン
グ

係
数
に
よ
っ
て
、
更
に
単
板
を
選
別

し
て
い
ま
し
た
。

信
州
の
山
で
育
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
は

特
に
優
れ
た
強
度
を
持
つ
単
板
を
得

や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、

当
会
各
木
材
セ
ン
タ
ー
で
森
林
組
合

系
統
を
は
じ
め
山
か
ら
集
荷
し
た
カ

ラ
マ
ツ
材
を
木
更
津
工
場
、
山
梨
工

場
に
毎
日
供
給
し
て
い
ま
す
。
貯
木

場
に
は
い
積
さ
れ
た
見
覚
え
の
あ
る

カ
ラ
マ
ツ
丸
太
を
職
員
一
同
が
頼

も
し
く
見
つ
め
る
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
工
場
見
学
の
前
に
、
Ｌ
Ｖ

Ｌ
材
を
活
用
し
た
施
設
の
見
学
と
し

て
、
平
成
29
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅

木
更
津
う
ま
く
た
の
里
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

構
造
材
に
お
よ
そ
原
木
ト
レ
ー
ラ
ー
４

台
分
も
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
材
や
構
造
用
合
板
が
使
わ

れ
て
お
り
、
特
産
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
新
鮮
な
農
産
物
や
併
設
の
カ

フ
ェ
を
目
当
て
に
訪
れ
た
観
光
客
で
賑
わ
う

店
内
で
、
自
ら
集
荷
、
選
木
し
た
カ
ラ
マ
ツ

丸
太
が
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
い
う
更
に
価
値
付
け
ら
れ

た
製
品
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
構
造
を
支
え

て
い
る
様
子
に
、
日
々
の
業
務
が
、
最
終
的

に
多
く
の
方
々
が
享
受
す
る
、
木
構
造
に
よ

る
素
敵
な
空
間
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
の
で
し
た
。

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

　
木
更
津
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
！

　
木
更
津
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
！
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安
曇
野
市
三
郷
の
も
く
り
ゅ
う
館
で
、

２
０
２
４
年
６
月
18
日
、
19
日
に
森
林
組
合

職
員
を
対
象
と
し
た
「
職
長
・
安
全
衛
生
責

任
者
教
育
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
現
場
の
作
業
員
の
安
全

及
び
指
導
・
監
督
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し

て
平
成
11
年
か
ら
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
９
森
林
組
合
か
ら
16
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
横
山
繁
樹
氏
を

講
師
に
迎
え
、
職
長
の
役
割
や
職
務
、
監
督
・

指
示
の
方
法
等
の
講
義
と
各
議
題
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
研
修
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

で
進
め
ら
れ
作
業
手
順
書
の
作
成
、、
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐

木
造
材
作
業
に
関
す
る
作
業
計
画
書
の
作

成
、
長
野
県
内
で
実
際
に
発
生
し
た
災
害
事

例
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
林
業
界
で
は
、
工
場
や
建
設

現
場
と
異
な
り
、
不
確
定
要
素
が
多
い
労
働

環
境
か
ら
、
作
業
方
法
や
仕
様
を
明
確
に
伝

え
る
こ
と
が
不
十
分
で
し
た
が
、
労
働
災
害

撲
滅
や
確
実
な
後
継
者
育
成
に
向
け
て
、
作

業
計
画
書
様
式
の
開
発
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
共
に

働
く
仲
間
を
労
働
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
真

剣
に
議
論
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
異
な
る
地
域
で
林
業
に
励
む
仲

間
が
集
ま
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
指
示
の
仕
方
や
後
進
へ
の
指
導
方
法
な

ど
を
互
い
に
相
談
し
合
う
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。受

講
者
に
は
後
日
、
労
働
安
全
衛
生
法

で
定
め
ら
れ
た
「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
修
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

長
野
県
内
の
協
同
組
合
間
連
携
の
一

環
と
し
て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
や
県

民
の
皆
様
に
協
同
組
合
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
「
長
野
県
協
同

組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
は
10
月
６
日
（
日
）
の
10
時

00
分
〜
15
時
30
分
、
長
野
市
の
「
な
が

の
表
参
道
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
」

を
会
場
に
、
県
内
の
協
同
組
合
や
関
係

団
体
が
商
品
を
持
ち
寄
り
、
農
産
物
な

ど
の
直
売
を
行
う
ほ
か
、
活
動
紹
介
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
被
災
地
復
興
支
援
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
な
ど
約
30
ブ
ー
ス

が
出
店
予
定
で
す
。

入
場
無
料
。
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は

実
行
委
員
会
事
務
局
長
野
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
ま
で
。

令和６年度令和６年度
職長・安全衛生責任者教育職長・安全衛生責任者教育

協
同
組
合

協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４

２
０
２
４
開
催
開
催
のの
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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農
林
中
央
金
庫

一般
財
団
法
人

丸
　
山
　
勝
　
規

役
職
員
一
同

会
協
及
普
業
林
県
野
長

会

長

役
職
員
一
同

会

長 長
事
理

一
般
社
団
法
人

 

森
林･

林
業
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

事
務
局
長

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

宮

崎

正

毅

佐

原

良

彦

麥
　
島
　
照
　
幸

新

井

藤

弘

峯

村

宗

次

澤

柳

浩

成

柴
　
田
　
昌
　
志

松

本

寿

弘

組
合
員
一
同

代
表
理
事
会
長

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

藤

原

忠

彦

林
　
　
　
和
　
弘

村

松

敏

伸

幹 
事 

長

宮
　
崎
　
正
　
毅

水
　
本
　
　
　
豪

藤
　
原
　
忠
　
彦

宮

宣

敏

一
般
社
団
法
人

会

長

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
一

会

長

林

　

和

弘

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長



■ 13 ■　長野の林業 No.394　2024.7

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

代
表
理
事

組
合
長

白

鳥

　

孝

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

大
久
保
　
憲
　
一

役
職
員
一
同

吉

澤

悦

史

林

　

和

弘

理 

事 

長

組
合
員
一
同

新
　
井
　
藤
　
弘

組
合
員
一
同

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

羽
　
田
　
健
一
郎

大

屋

　

誠

役
職
員
一
同

会

長

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

石
　
井
　
公
　
彦

役
職
員
一
同

山
　
岸
　
喜
　
昭

緑
を
育
て
山
を
守
る

役
職
員
一
同

佐
々
木
　
　
勝

代
表
理
事

組 

合 

長

由

井

明

彦

代
表
理
事

組
合
長

代
表
理
事

組

合

長

黒

澤

和

夫

安
曇
野
市
穂
高
七
九
四
〇―

二
七
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代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

久
保
田
　
道
　
一

山
　
﨑
　
　
　
明

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

和
　
田
　
　
　
智

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

長
野
市
大
字
穂
保
字
中
ノ
配
三
四
二

竹
　
下
　
元
　
治

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

理
事
長

勝
　
野
　
智
　
明

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
正
島
町
二―

四
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
三
二
四

宮
　
澤
　
　
　
遥

―
―
―

宮

崎

正

毅

瑞
穂
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
野
県
小
県
郡
長
和
町
古
町
四
二
九
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

三
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

〇
二
〇
二

代
表
取
締
役
社
長

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
集
成
材　

信
州
唐
松
丸

役
職
員
一
同

株
式
会
社南

佐
久
郡
佐
久
穂
町
大
字
平
林
一
二
一

　

（
〇
二
六
七
）
八
六―

四
三
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（ 

〃 

）
八
六―

五
五
四
四

代
表
取
締
役
社
長

☎
本
社
／
長
野
市
大
字
稲
葉
二
四
一
三―

三
長
野
林
友
ビ
ル

所

長

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

☎（
〇
二
六
）二
二
七
|
六
一
八
五

☎

所
長

長
野
市
岡
田
町
三
〇―

一
六

（
〇
二
六
）
二
一
七―

二
六
六
〇

吉
　
田
　
満
　
男

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

原
　
　
久
仁
男

役
職
員
一
同

立
木
買
取
り
・
生
産
販
売
・
支
障
木
処
理

特
殊
材
注
文
販
売
・
産
業
廃
棄
物
処
分
業

木
材
森
林
整
備
認
定
事
業
体

平
澤
林
産
有
限
会
社

長
野
県
伊
那
市
西
春
近
四
一
〇
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）
七
八―

二
二
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
七
六―

五
七
七
五
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0268-23-2135　FAX0268-23-2153

0263-77-8863　FAX0263-77-8893

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
江
東
区
新
木
場
一―

七―

二
二

新
木
場
タ
ワ
ー
八
階

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

〒136
-0082

http://w
w
w
.key-tec.co.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）五
五
三
四―

三
七
四
一

長
野
県
伊
那
市
山
寺
一
五
五
八―

一

　
（
〇
二
六
五
）九
六 ―

 

〇
〇
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
六
五
）七
二―

八
三
〇
八

代
表
取
締
役

林

　

敏

行

損
害
保
険
代
理
店

環
境
事
業
計
画
施
工
・
墓
石

〇
一
八
二

松
く
い
虫
防
除
シ
ー
ト
は

ま
つ
の
じ
ょ
う

地
球
に
や
さ
し
い

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

く
ん
蒸
用
被
覆
シ
ー
ト

グリーンプラマーク取得ウ
ッ
ド
レ
リ
ー
フ
製
作

小諸市甲字鞍掛４７４７ 電　話 ０２６７－２３－０８８７
ＦＡＸ ０２６７－２２－１２９３

カラ松日本一を目指しますカラ松日本一を目指します



令
和
六
年
七
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
九
四
号

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

発　

行

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

県県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

6 月 21 日に関東甲信越地方は梅雨を迎えましたが、
30℃近い最高気温の晴れ間が連日続き、日陰のない土場で
の作業には熱中症対策が欠かせません。そんな空梅雨の中、
県内各地の木材センターに多数の出荷をいただき誠にあり
がとうございます。
材が痛みやすい時期となっているため、くり、くるみ、

なら、さくら等広葉樹の引き合いはあるものの、需要がやや
低調で一服感が見られました。良材が見込めるものにつきま
しては、秋以降の出荷を検討下さい。
製材用丸太については、ヒノキ・スギともにやや値下げ

傾向となりました。スギは 3ｍ柱向け、カラマツは小径材
を始め需要が出てきておりますので、直造材での出荷を心が
けて下さい。
アカマツについては需要期を過ぎ価格、引き合いともに低迷しております。広葉樹同様秋以降の伐採をご検討下さい。
需給状況に応じた造材情報の提供、仕分けを行っていきますので各木材センターにご相談下さい。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】
合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採された木材であることのコメントと合法木材認定

番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願いします。
※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用をよろしくお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


